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看
護
姉
の
込
み
総
額
一
は
十
四
万
円
。
五
十
年
産
【
夜
勤
】
毒
露
さ
ん
の
約
五
十
貯
の
人
が
い
つ
も
苦
痛
で
主
思
議
一

一

一

の

態

一

日

時

二

時

間

ナ

ス

は

平

翌

九

万

六

日

間

見

p
u
u院
医

烈

駐

日

付

一

一

一

婦

実

一

六
年
で
、
一

【
労
働
福
〕

週
四
十
四
宮
か
従
事
レ
て
、
自
動
だ
け
の
毒
婦
さ
人
は
十
四

・
長
、
番
な
し
と
し
一

…

一

護

働

一

般
の
李
労
ら
四
十
七
時
間
が
最
も
求
。
週
六
ん
は
九
円
-
一
芽
代
か
ら
一
ニ
十
才
た
人
宅
・
一
室
る
@

一一一一
U

ト
'
一
働
者
の
平
均
回
労
働
と
し
て
実
働
時
間
を
一
日
に
台
は
三
交
瞥
者
が
一
一
一
十
町
以
ょ
を
占

【母
性
保
磁
〕
昭
和
四
十
七
年
十
一

一

一

幸

ヲ

一

豆
・
五
年
に
畑
目
算
す
る
と
七
時
間
半
か
ら
八
時
閉
め
る
。
=
一
交
代
制
(
一
日
を
八
時
間
月
か
ら
一
一
一
年
間
五
娠
、
出
遺
伝
一

一

「

1
1
1
1
1
L
〈
ら
べ
て
断
二
十
分
以
上
に
な
る
。
職
位
別
の
平
で
分
け
る
〉
や
夜
間
勤
務
に
つ
い
て
者
は
育
三
人
、
十
七

・
七
町
、
婦
人
一

一
然
長
い
。
均
時
聞
は
総
婦
長
、
副
総
婦
長
が
一
い
る
人
の
夜
勤
回
数
は
一
ヵ
月
に
七
雇
用
者
全
体
の
五
V

引
に
あ
た
り
、
出
一

M
M
M
r
b
u
m
p唯
一

h
q
h
uけ
訪

日

一

ド

心

持

Huur1
日
u
h
u
iの
約

八

十

釘

作

品

訪

日

初

心

的

…

世
の
人
の
為
に
献
身
す
る
婆
へ

の

愛

情

一

才
。
八
四
%
は
一
般
の
病
院
1

八
M

拘
般
蒋
護
職
が
七
時
間
五
十
七
分
。

【
病
療
の
夜
勤
人
数
】
礼
申
夜
勤
、
深
れ
ぞ
れ
六
週
間
以
内
の
休
暇
を
芯
め

一

そ

し

て

現

実

を

知

る

者

の

見

る

に

見

栄

…

が

心

露

警

の

施

設

や

母

子

セ

ン

ミ

ミ

ミ

ミ

3
3ミ
ミ

ミ

ミ

3
3
5
h
h
g

長
て
い
る
が
、
約
八
十
町
の
マ
マ
一

ね

報

訴

え

と

い

叉

は

い

一

五

割

阿

倍

野

生

理

休

暇

も

見

送

り

詰

刊

誌

十

一日

時

…

一

要

求

さ

れ

る

一

一
に
悩
ん
で
い
る
。

ssdsis-ミ
-
j
3
3
3ミ
5証
言

、

、

五

士

百

聞

の

豪

華

と

っ

て

一

一

高

い

知

情

意

一

…
結
婚
し
て
い
る
の
は
五
七
%
で
、

【
週
休
制
】

週
休
二
日
制
が
適
用
夜
勤
と
も
「
二
人
」
動
読
者
・

2
。

…

「
1

1

1

1

1

1

…
そ
の
四
%
が
離
死
別
し
て
い
る
。
配
さ
れ
て
い
る
れ
般
職
は
全
体
の
七
官
「
一
人
」
夜
勤
は
二
十
一
析
も
あ

【育
児
休
業
制
】
昭
和
五
十
a

年
一

さ
る
五
月
一
二
十
日
か
ら
京
京
・
九

段

・

…

偶

者

の

職

業

は

尊

門

技

術

臓

が

多

と

く

に

自

宅

実

業

課

百

る

。

四

月

か

ら

実

施

し

た

育

児

休

業

法

一

の
日
本
成
道
館
で
ひ
b
か
れ
た
、
第
十

M

…

ぃ

。

教

員

、

医

師

、

技

時

弁

綾

制

。

週

休

の

と

れ

な

い

場

合

こ

ま

補

は

、

期

間

は

一

年

未

満

、

休

業

中

は

一

六
回
国
際
語
競
協
会
大
会
の
開
会
の

h

川
b
、

健

康

と

母

性

保

護

一
士
、
薬
剤
師
、
次
い
で
大
企
業
の
事
償
が
あ
っ
て
賃
金
払
い
の
方
カ
多
U

無
給
と
定
め
ら
れ
た
。
全
体
の
四
分

一

あ
い
き
で
、
ド
ロ
シ
l
コ

す

ク

ス

一

議

や

中

小

企

業

の

労

務

職

と

な

っ

【
病
療
の
現
状
】

全
俸
の
約
四
分

〔
量

室

票

順

調

主

主

の

一

害

罪

者

の

あ

る

施

設

で

一

会

長

は

「

国

際

的

に

も

っ

と

も

深

い

関

二

一
て
い
る
。
の
三
が
入
院
患
者
の
い
る
病
棟
。
あ
は
健
康
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー
と
い
わ
れ
働
い
て
い
る
が
ほ
と
ん
P
ほ
関
立
で

…

心
事
の
ひ
と
つ
は
、
国
、
団

体

、

伺

人

目

と
の
四
分
の
一
が
、
外
来
や
手
術
て
い
る
が
約
三
分
の
ニ
、
=
一
変
得
制
臼
赤
、
そ
の
他
公
立
、
私
立
で
は
約

一

の
い
づ
れ
に
あ
っ
て
も
、
い

か

に

独

立

…

賃

金

・

労

働

時

間

実
婦
長
容
存
悼
と
'
L

勤
務
し
て
い
の
薪
漫
姉
さ
ん
に
芸
つ
て
は
約
八
十
￥
分
も
な
い
、
最
大
八
ヵ
月
の
休
業
…

偽
を
確
保
し
、
同

時

に

他

と

適

切

な

栂

一

【賃
金
】
税
込
み
総
額
で
低
い
人
は
る
。
べ

v
ト
数
四
十
1
四
+
九
が
約
釘
が
苦
痛
を
訴
え
て
い
る
。
が
叫
十
分
以
上
と
な
っ
て
、
休
業
の
長
一

定
依
存
関
係
を
維
持
す
る
か
で
あ
る
」

四

'

回

一

+

万
円
未
判
で
十
五
折
、
高
い
人
で
三
十
官
、
五
十
1
五
十
事
乙
れ
に

【
量
休
暇
】
必
嬰
な
と
き
に
と
い
も
の
は
震
が
多
い
。

と
示
般
財
の
独
立
と
協
調
を
訴
え
た
。
一
ね
備
え
な
け
れ
ば
一
人
前
の
析
礎
婦
と
一
た
り
結
婚
し
た
り
し
て
や
め
て
行
く
人
一

一

一

一

M

E
二
十
万
円
以
上
が
九
折
、
平

陶

税

次

ぐ

。

っ

て

い

る

人

は

約

四

分

の

一

、
六

十

日

本

看

護

協

会

の
調
査
一

い
ま
の
甲
山
腹
は
、
健
康
な
人
に
は
ま
一
は
い
わ
れ
な
い
。
知
織
が
す
ぐ
れ
て
い
一
が
多
い
と
い

FZ

一
一

す
ま
す
健
康
を
増
進
し
、
病
気
に
か
か
一
て
も
思
者
に
お
も
い
や
り
が
な
く
、
仕

一

示

機

姉

さ

ん

の

担

当

に

は

、

外

来

や

一

.

、
l
l
p

一

一

し

一

ッ

ト

を

受

け

持

っ

て

い

る

の

が

実

情

で

五

長

も

こ

う

い

う

。

「

結

婚

な

ど

で

二

く

体

制

を

と

っ

て

い

る

が

、

そ

れ

だ

け

一

h
u
J
事

会
阿
堵
物
(
あ

'

-ら
な
い
よ
う
に
予
防
し
、
病

気

に

か

か

一

事

や

る

意

表

な

け

れ

ば

罰

護

婦

さ

一

入

院

な

長

あ

る

が

、

外

来

一

に

対

一

一

一

一

一
匡
民
一

撃
と
な
h
u
、
母

と

な

っ

た

者

護

婦

さ

一

ら

な

い

こ

と

に

な

る

。

現

実

は

同

じ

で

一

外

な

孟

ど

反

絡

を

よ

ん

で

大

阪

、

習

'

一

一

一

一

あ

る

。

一
度
や
め
て
、
U
タ
l
yを
し
宝
一
二
三
に
若
い
れ
穫
回
附
さ
ん
も
押
同
情
し
て
勉
強

二
日
限
一

と
ぶ
つ
)
、
中
国
は
晋
・

一

一

t

-

一
っ
た
ら
そ
れ
以
上
悪
く
な
ら
な
い
よ
う
一
ん
と
し
て
は
や
っ
て
い
け
な
い
。
患
者
一
て
入
院
三
の
翠
宅
配
属
に
な
っ
て
い
一
一

一

二

-m」

ん
に
は
、
産
前
産
後
六
週
間
ず
つ
計
十
一
あ
る
。
藤
田
さ
ん
も
イ
ヤ
と
い
う
ま
ど
一
東
京
な
ど
同
じ
立
場
の
ぷ
ヤ
J

た

一

一

一

一

も
っ
と
も
自
ら
、
五
謙
一
条
約
三
年
し
た
ら
ま
た
護
婦
を
や
る
人
も
い
一
を
つ
づ
け
て
い
る
と
い
う
。
「
給
斜
も

二
乙
「
一

宋
時
代
の
俗
語
で
「
乙
の

一

b

一

M

一
に
す
る
、
乙
の
三
つ
が
原
則
だ
と
い
わ
一
に
察
手
ぎ
で
は
ま
た
困
る
と
い
う
一
る
。
入
院
患
者
の
収
容
力
、
つ
ま
り
べ
一

B

J

一

一

一

一

尋

J

一

-
一
一
迎
聞
の
休
暇
の
ほ
か
、
一
年
間
の
熊

一
乙
の
経
験
を
さ
せ
ら
れ
た
。

ζ
ん
な
生

一
暴

露

、
ガ
リ
版
号
の
マ
ジ
ガ
ス
一
れ
て
い
弓
そ
の
た
め
に
は
、
い

か

に

一

の

だ

ろ

う

。

一

ツ

ド

数

と

罰

禁

さ

一
百
護
婦
さ
ん
が
呼
ぶ
。
イ
ヤ
な
顔
も
せ
ず
、
病
人
を
な
だ
め
、
時
に
励
ま
し
。
ほ
か
の
患
者
に

…
つ
い
て
も
同
綬
で
あ
る
。
有
難
い
と
思
い
ま
し
た
世
の
人
が
事
ぷ
る
時
刻
に
、
一
つ
の
命

一
を
穫
る
た
め
、
そ
れ
も
決
し
て
楽
な
仕
事
で
は
な
い
。
そ
し
て
何
年
も
何
年
も
そ
れ

γ
統
〈
。

一

通

の

投

符

品

川

あ

る

。

と

う

容

が

れ

で

あ

っ

た

・

…

×

×

×

×

…

知

っ

て

る

つ

も

り

で

知

ら

な

い
、
い
や
知
っ
て
い
て
も
当
然
と
さ
れ
て
き
た
析
綬
の
仕
鳴
が

あ
る
夜
、
田
舎
の
妹
か
ら
の
突
然
の
デ
ン
ワ
に
起
さ
れ
た
。
点
京
に
い
る
長
回
目
が
隅
段
か
ら
…
見
回
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
段
附
に
来
た
。

落
ち
頗
が
打
っ
て
滋
績
不
明
と
い
う
迎
絡
だ
っ
た
と
、
オ
ロ
オ
ロ
声
で
あ
る
。
紋
急
病
院
に
か
…
国
際
労
働
機
関

(I
L
O
)
の
第
六
十
三
回
総
会
は
「
れ
般
職
員
の
雇
用
お
よ
ぴ
労
働
の
生

け
つ
け
た
。
阪
師
は
予
断
を
許
さ
な
い
状
態
だ
と
い
っ
た
。
点
滴
、
酸
索
吸
入
、
病
人
は
意
味
…
活
条
件
に
関
す
る
条
約
』
(
以
下
新
礎
知
条
約
と
呼
ぶ
)
を
採
択
レ
た
。
前
後
し
て
東
京
で
闘

の
分
ら
ぬ
ワ
ワ
舎
を
口
走
る
だ
け
だ
。
し
か
し
、
一
腕
付
添
っ
て
へ
ト
ヘ
ト
に
な
D
な
が
ら
翌
…
か
れ
た
悶
際
軍
制
限
協
会
の
大
会
で
は
、
新
鰻
サ
ー
ビ
ス
の
重
要
性
が
高
ま
り
、
い
ま
は
病
院
の

朝
わ
た
し
の
心
は
明
る
く
満
た
さ
れ
て
い
わ
。
病
状
が
好
転
し
た
乙
と
も
あ
る
が
、
そ
れ
よ
D

…
中
か
ら
地
域
基
へ
拡
大
し
て
い
る
と
と
が
強
調
さ
れ
た
。
し
か
し
、
い
ま
の
臼
木
の
現
実
は

若
い
示
穫
期
の
行
き
届
い
た
者
雇
ぶ
り
に
打
た
れ
た
か
ら
だ
っ
た
。
時
間
色
と
に
脈
を
と
り
、

日
そ
う
し
た
理
想
に
は
月
と
ス
ッ
ポ
ン
ほ
ど
の
へ
だ
た
り
が
あ
る
よ
う
だ
。
と
ま
れ
「
示
綬
」
が

決
め
ら
れ
た
処
骨
む
を
す
る
の
は
当
然
と
し
て
も
、
病
状
が
変
わ
る
と
心
細
い
付
添
い
は
、
す
ぐ
…
か
か
え
て
い
る
問
題
に
、
断
片
的
で
は
あ
っ
て
も
照
明
を
当
て
て
み
よ
う
。

深
夜
勤
し
と
わ
ず
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東
京
都
の
鮒
入
団
体
や
庄
民
団
体
が

去
る
四
月
に
都
内
二
万
八
千
ヵ
所
で
し

ら
ぺ
た
二
酸
化
チ
ッ
ソ
の
測
先
と
健
康

被
害
澗
奔
が
ζ
の
ほ
戸
注
品
と
ま
っ
た
。

都
内
二
十
三
区
内
平
均
緩
度
は
環
境

挙
準
〈
0
・
0
ニ
P
P
M〉
の
ニ

・
一ニ

倍
の
0
・
0
四
五
P
P
M、
も
っ
と
も

七
夕
と
い
え
ば
、
七
月
七
日
の
夜
に
一
汚
染
が
ひ
ど
い
の
は
新
宿
阪
で
五

・
四

獲
牛
、
職
女
二
回
叫
が
一
年
に

一
皮
の
逢
一
倍
、
つ
づ
い
て
荒
川
区
四

・
五
倍
、
江

瀬
を
惜
し
む
と
い
え
ど
こ
か
壱
旦
度
四

・
=
一
倍
と
な
っ
て
い
る
。
そ
し

冷
伝
前
を
背
景
に
し
て
い
る
の
だ
が
、
一
て
、
環
状
七
号
線
を
じ
め
、
問

・
都
道

ζ
こ
で
は
ま
っ
た
く
野
放
図
に
朋
る
い
一
付
近
は
交
通
恐
の
少
な
い
路
地
沿
い
に

思
一
ま
つ
D
。
一
刻
の
休
み
も
な
く
駈
け
一
く
ら
べ
て
二
倍
も
あ
り
排
気
ガ
ス
の
彩

回
わ
P
、
歓
声
が
終
日
、
神
宮
の
森
に
一
一
向
を
み
せ
て
い
た
。

乙

だ

ま

し

た

。

一

日

比

谷
公
開
で
は
交
叉
点
に
近
い
と

主
健
の
明
治
神
宮
児
澄
文
化
会
も
仁

一乙
ろ
で
は
環
境
基
織
の
一
ニ
倍
の
0
・
0

し
い
一
目
だ
っ
た
が

『
み
ん
な
大
喜
乙
一
六
一
一
一P
P
M、
野
外
音
深
川
県
で
は
環
境

ぴ
で
私
た
ち
も
計
画
の
し
が
い
が
あ
っ
一
基
準
以
下
0
・
0
一一

P
P
Mで
関
内

た
@
来
年
は
も
っ
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。
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出
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大阪本省大阪市天宝寺氏、

勝山週二丁目3461
06 (771) 7415 t。
1部85円

F ご購読料t

1年 3，000円
@郵送禁4とも〉

⑤現金 ・切手・接鎗

で前納

本紙は女性による平和

と平等を推進します
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つ
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っ
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国
婦
人
新
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覧
表

憂
久
ノ
ベ
き
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果

③協和銀行

毎日の暮らし仁必要な額だけは、普通預金に

預けておいt残ったお金は総合口座の定期預
金にじてお(..oまとまった資金づくりの子力fかり

ができますLコースは2年 ・1年 ・6ヵ月といろいろ。

思わね出資が生まれたら倣和〉の自動融資で

総合口座にお預けの定期預金の総額の90%、

故高100万円まで自動的にf昔りられますo ~、ま通

帳の中で迷っているお金は、いざというときにも

役に立つ総合口座の定期預金にじておきましょ

う。ふだんの暮らしに弾力がつきますユ

使いおコf;<ら貯めて、貯めながら使う。

E控室宣言霊童亙霊童

ふだんの暮らしに役だっ
使L亡なしたL¥定期です。

通帳のなかで迷づCいるお金、
定期にじCゆとりをつけましょ元
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梢
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司
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梢
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史
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る
。
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っ
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く
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っ
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デ
ア
が
登

場
し
去
す
か
ね
.

金
持
は
ど
こ
で
も

今
度
は
テ
レ
ビ

捨

て

た

ら

拾

い

の

罰

骨
蝿
田
計
富貴と里
離
町
間

定金氏

げ f-?験
ふぬ. f~脹糊悔

議務

連原氏野沢氏

事

い利樹ωtJs，

中、

尾崎氏

持毒事 T

欄動

山本氏

え毒事捗Y 為銭;枠制
態T品一

手

ど盛

、
4 

正

ラ
エ
テ
i
は
秋
葉
原

サ
ー
ビ
ス
は
近
く
の
底

J'、

徐被

札 .""~私為雄、

、品，.;;&:，・

京

認さ;

吉丘

臨

村

3ぞ

申

轡もア
言

紙屯渦

氏B使

耕

輔
笠氏山
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その他

含有量

3.65 g 

O.95g -.(.05g 
30.4 g 

7. 

38. 

1.5曲時

20μ. 

38μt 

.20μg 

L型堕
860μZ 

927g 

47. 
1.6g 

像，堅持説

ヨ民自貿の総量

碓囚佐蛋自費

脱水化物の総邑

デ主こどl三
象 宮町

アルコール

ミネラル

VB， 
VB. 

VB， 
ニコチン駿
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一水分
~キス分

岐分
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口

Eネラ，レ

エネル苛一瀬と諸物質

満たされてゆく充実感がうるおいの

、 ヒカシマヲ櫨油

やすらぎも伝えてくれる

ネ銀広戸
."岬，一 品句院
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出¥
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こころ;菜く

‘す勺A
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U令、内¥
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:SPECIAL 
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、v北
斗
星
は
、
冷
凍
室
内
に
す
ば
や
〈
冷
気
が
い
き
わ
た

。

「
北
斗
星
は
直
冷
式
。
冷
や
す
ス
ピ
ー
ド
と
い
っ
た
ら

ぞ
れ
は
た
い
し
た
も
ん
で
す
」

る
よ
う
に
上
下
・左
右
の
4
両
か
ら
専
用
冷
却
暴
で
苗
按

冷
や
L
t
t
だ
か
ら
裂
氷
時
間
も
約
品
川
分
と
い
う
速
さ

お
川
町
一
句
酌
b
r
u
t

援
~
河
川
町
1
)
。
童
品
そ
の
も
の
の
昧
と
喬
り
を

し
っ
か
り
t
閉
じ
ニ
め
て
保
存
し
ま
す
。

。

「
奥
さ
ん
、
ホ

l

今
リ
l
ジ
ン
タ
の
コ
ツ

ご
存
じ
で
す
か
」

。

「
冷
蔵
室
が
ま
た

TOSHIBA 
-一一組思3舎つくる担闘の烹芝電動

お
い
し
〈
フ
り
l
ジ
ン
グ
す
る
コ
ツ
は
で
き
る
だ
け
辿

く
冷
凍
す
る
こ
と
で
す
。

ぞ
の
た
め
に、

材
料
を
蒋
〈
す

る
‘
あ
ら
か
じ
め
冷
や
L
て
お
〈
、
冷
気
の
通
り
道
を
つ
〈

能
力
の
高
い

去、

、，

k
カ
閉

4

北
斗
星
で

お
た
め
L

r
--
‘、

〈

1
2
t

く
ふ
う
か
こ
ら
さ
れ
て

い
る
ん
で
す
ね
」

北
斗
星
は
冷
序
正
の
使
い
や
す
き
に
も
ど
注
目
く
だ
さ
い
九

ピ
ン
類
の
出
し
入
れ
が
ラ
ク
な
前
山
聞
の
マ
ガ
ジ
ン
ラ
ッ
ク
式

ド
1
f
ケ
ッ
ト
。
的
一
や
肉
の
保
存
専
用
の
フ
レ
ッ
シ
ュ
コ
1

ナ
l
園
野
菜
が
乾
燥
し
に
〈
い
密
閉
式
の
野
菜
入
れ
ク
リ

スパ
ー
な
E
.
使
い
や
す
き
に
も
数
か
ず
の
〈
ふ
う
が

ら
さ
れ
て
い
ま
ム
九

:I~4星
200~ 
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υ「
そ
れ
に
北
斗
星
は
、
サ
イ
ズ
い
ろ
い
ろ
な
ん
で
す
ね
」

北
斗
U
生
は
‘
小
き
め
か

ら
大
き
め
是
で
サ
イ
ズ

議選

い
ろ
い
ろ
。
ご
央
耐
水
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育
ち
盛
り
の
お
子
さ
ま

が
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
ゑ

民
主
で
、
京
放
構
成
や

食
生
川
に
あ
わ
せ
て
、

お
M
み
の
北
斗
尽
を

首
選
ぴ
く
だ
さ
い
。

よ
り
よ
い
技
術
と
ま
ご
こ
ろ
を
-•• 

こ
ん
に
ち
は
東
芝
で
す
。

育
成
主
の
お
広
で
は
、
‘
以
製
品
を

上
手
に
、
ム
ダ
宜
〈
h

お
使
い
い
た

だ
〈
た
め
の
ご
制
品
を
点
っ
て

お

9
ま
す
.

お
d
A
a
H

仁
ご
相
A
く
だ
さ
い
.



(4) 〈白摺目〉昭和5'2隼ケ月ユ。白

名
犬
ベ
ン
ジ
1
主
初
の
第
二
作
。

前
作
で
は
、
野
良
犬
か
ら
飼
い
犬
と

な
っ
た
ベ
ン
ジ
l
の
変
と
弱
気
に
ひ

か
れ
た
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
と
の
間
に
微

階i
半量 5

旗
印
ほ
』
ほ
ん
も
の
Y

ぐ
ら
い
の
ミ
ド
ル
ク
ラ
ス
、
一一一附半、

四
隅
は
年
令
差
別
の
な
い
プ
ロ
フ
ェ
シ

ョ
ナ
ル
庖
鋪
1

凶
・
五
階
は
飲
食
:
:
・

目
と
同
的
を
も
っ
た
庖
々
の
集
積
だ
そ
う

東
京
・
原
宿
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
-
n
見
る
H

性
格
が
強
か
っ
た
。
一
で
あ
る
。

一

一

一

一

だ
が
、
底
舗
の
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
は
宵
貨

「
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
」
が
誕
生
す
る
。

一

「
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
宿
区
三
百
一
ラ
フ
ォ
ー
レ
原
理
、
東
京
中
央
教
一
事
ビ
ッ
グ
ス
ト
ア
ー
の
よ
う
に
大
き

六
月
三
十
日
、
森
ピ
ル
様
式
会
話
一
ン
グ
の
重
で
あ
る
P

売
る
H

草
木
一
会
の
跡
地
に
議
さ
れ
る
予
定
だ
が
、一

な
も
の
が
ド
ン
と
あ
る
べ
き
で
な
い
と

高

義

表

し

た

一

テ

l
Z昨
年
容
に
着
手
さ
れ
た
。
一
同
教
会
も
同
一
プ
ロ
ッ
ク
内
に
改
築
の
一
い
う
観
点
官
、
テ
ナ
ン
ト
署
名
、

原

語
、
緑
い
っ
ぱ
い
の
匂
ア
1
て
フ
フ
ォ
ー
レ
は
フ
フ
ン
ス
害
警
一
議
を
す
す
め
て
お
り
、
い
わ
ば
教
会
一
無
季
閥
わ
ず
シ
ャ
レ
た
セ
ン
ス
の
あ

チ
ス
ト
、
若
者
た
ち
が
雲
る
フ
ァ
y
一
意
味
レ
、
警
の
も
つ
良
さ
を
一
罰
一
の
あ
る
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ピ
ル
。
一
る
個
性
や
営
業
率
票
実

シ
ョ
ン
の
街
だ
が
、
，
売
る
H

告
は
一
き
差
せ
よ

2
い
う
怒
気
込
み
な
の

一

ち
ょ
う
ど
表
参
道
と
明
道
D
の
変
一
投
資
額
八
十
億
、
年
間
の
売
上
最

!
i
I
3
i
j
t
i
t
-
-
一
叉
し
を

E昔
、
原
宿
の
フ
ァ
一
は
ピ
ル
全
体
で
八
事
、
つ
ま
D
一年

川
一
ッ
シ
ョ
ン

・
タ
ウ
ン
の
中
心
と
し
て
幅
一
間
で
も
と
が
と
れ
る
と
い
う
一
事
官
な
一
か
ら
君
子
左
中
心
広
場
争
と
り
入
れ
一
ど
も
た
ち
の
た
め
に
優
良
恩
慢
の
展
示
ア
に
衣
紙
一
郎
号
で
紹
介
の
ポ
ラ
ン
テ
ィ
一

川
一
広
い
客
附
を
ね
ら
い
、
設
計
も
フ
ロ
ア
一
る
。
テ
ナ
ン
ト
の
募
集
は
ま
だ
行
っ
て
一
た
。
さ
ら
に
各
フ
ロ
ア
ー
の
外
側
に
教
一
即
売
を
仔
フ
。

一
ア
グ
ル

l
F「
さ
っ
き
会
」
の
N

さ
わ
一

川

吋
3
1
J
バ
J
S
E
E
E
パ
1
3
2
3
3
3
2
5
3
5
ぺ
E
パ

i
品

川
了
と
と
の
性
格
づ
け
が
問
時
地
下
二
い
な
い
が
早
く
も
申
込
霊
一

0
0
一
会
主
義
却
で
き
る
テ
ラ
委
設
け

一

ち
ん
別
予
定
出
版
一
荏
約
七
O
社
、
一
る
絵
宅
十
二
1
一
二
冊
選
一
言
れ
る

一

習
書
室
(
東
京
・
渋
谷
)
渋
谷

T
一

川

町

丘

ト
r

、L
調主

h
ノ

L
h
r
山

川

一
階
ニ
附
と
半
地
下
は
十
代
後
半
か
ら
ニ
友
、
し
か
し
森
ピ
ル
側
の
メ
ガ
永
に
か
一
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
で
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ナ
プ
ル
士
宅
凧
の
予
定
。
乙
の
中
に
は
去
る
五
一
予
定
。

一広
で
、
七
月
十
七
日
、
午
後
一
時
と
一
一
一

昔

一

ご

3
4ノ

d
t
d，
j
句

…

川

一
+
代
妻
、
号

、
室

、
エ
永

一な
っ
た
セ
ン
ス
の
よ
い
庖
舗
は
い
ま
の
一
号
言
。

一
一
年
一
一
月
か
ら
五
二
年
二
月
ま
で
月
二

;
j
j
j
j
j
Eの
一
面
、
習
室
霊
会
の
メ

--
-
一川

P、
e
3
3
3
2
5
2
5
3
2
3
3
3
5
3
2
3
2
2
3
2
3
3
3
2
3
a

川
一
ル
ギ
ッ
シ
ュ
を
強
調
。
一
附
は
原
宿
の
一
と
こ
ろ
一
-
一
十
%
ぐ
ら
い
と
か
。

一

1
1
1
1
1
1
1
1
1
1

一
回
朝
日
新
聞
の
「
子
p
r
u
の
京
棚
」
で
一
事
務
習
を
移
転
働
く
婦
人
の
会
(
宕
一
ン
パ
ー
が
、
太
識
の
打
ち
方
、
神
輿
の

斤

日

川

一
胃
炎
調
、
一

需

品

露

呈

つ

ま

2
ほ
ん
も
の
H

毒
が
基
調
一

子

ど

も

の

本

棚

一

紹
介
さ
れ
た
推
薦
喜
一
九
葉
の
ほ
一
見
事
会
長
)
の
議
所
が
六
月
二
十
一
か
つ
ぎ
方
、
は
ち
ま
き
の
し
め
方
な
ど

来

日

r

川
一
択
の
で
き
る
、
つ
ま
ヨ
ち
が
い
の
わ
一
菜
、
そ
の
た
め
述
物
の
夏
、
義
一
日
本
橋
究
者
控
「
子
毛
の
一
か
文
部
省
の
差
別
選
図
哲
多
数
が
一
目
、
妻
都
大
国
民
主
了
二
O
l
一
を
指
導
、
東
京
都
議
形
文
化
財
で
あ

而

E・
E
・

-
E
E
-
-
E・
E・
-

て
い
い
と
い
う
乙
川
一
か
る
u
人
た
ち
が
対
象
。
一
一
塁
、
一
二
に
木
、
レ
ン
ガ
、
鋭
な
ど
の
材
質
量
一
本
棚
」
と
題
し
て
七
月
十
八
日
土
一
一
一
ニ
ふ
く
ま
れ
て
い
る
。
一
二
一
か
ら
、
渋
谷
民
山
町
五
丁
目
十
一
る
「
神
田
ば
や
と
を
神
間
警
保
存

氏

、

日

咽

遭

遇

週

岨

週

週

緬

緬

湘

岨

と
で
は
な
い
。

川
一
階
事
事
ぐ
ら
い
か
ら
一
二
五
・
六
才
一
び
、
デ
ザ
イ
ン
は
ギ
リ
シ
ャ
の
ア
ゴ
一
フ
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
夏
休
み
に
入
る
子
一
な
お
即
売
は
で
き
な
い
が
同
コ
1
ナ
一
五
重
量
ピ
ル
三
F
に
移
転
e

一
会
が
紹
介
す
る
@

ノ
一
M

園町

一尚一

'
h
J;iJJ-盤
機
、

刷

H

す
て
き
d

だ
川
一

」
u

聞

~γ

ー

酬
醐

一{一、
斜
線
灘
綴
臨
醐

H

一
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市

圃

引

%

関
側
一
弘
マ
一
綴
機
器

闘

な
あ
と
感
民
吾

川一

Z
T
一

川

闇

¥

ぺ

t
j
r
i議
川

一

・

5

v

l

・
・
・
・
一
問
題
は
お
値
段
、
ほ
と
ん
ど
フ
ラ
ン
一
気
に
し
な
く
て
す
む
こ
と
も
利
点
の
ひ
一
ど
り
ブ
タ
ン
五
し
み
や
す
さ

i
語
法
盤

E
…一
一
味
も
が
う
女
性
こ
一

UMEMEとれ口
付

与

す

ン

ロ

1

一
詩
書
諸

国

一

品

際

」

ご

玖

闘

と
筆
る
。
自
分

川

一

・

l

'

a

一一

万
五
千
円
、
二
万
円
1
二
万
五
千
円
一
-
フ
ン
、
テ
ッ
ド
ニ
フ
ピ
ド

2
3
7
Rに
書

、
宣

言

の

め

が

一
川
園
田
B
E
B
E
E
-
-
-
-
E

・E-BE
E
-
-園
川

一

町

a-

一
く
ら
い
の
も
の
が
災
中
的
に
入
っ
て
き
一
ル
・エ
シ
ュ
テ
ル
、
ル
イ
・
フ
エ
ロ
l
、
一
ね
売
場
、
出
后
の
プ
ラ
ン
R
コ
ー
ナ
ー

一H

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
園
田
・
・
・
・
・
・
・
・
・
圃

を
だ
い
じ
に
し
て

川一

・

一

一

一

一

一

一

詮一川

トIl
l

i

t

-

-

-

|

精

原
宿
に
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
ビ
ル

ベ
ン
ジ

i
の
愛

1
・

1
8
が
モ
ッ
ト
ー
の
マ
ル
ベ

D
1
・

，
ベ
ン
ジ
l
危
う
レ
/
-
a
ス
ス
ク
ク
ェ
ア
・
プ
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
が

リ
ル
と
函
険
が
美
し
い
ア
テ
ネ
製
作
。
そ
し
て
全
く
ス
タ
ー
に
な
る

笑
ま
し
い
恋
が
芽
生
え
た
が
、
今
回
の
風
物
を
背
景
に
捕
か
れ
、
客
観
は
気
の
な
い
無
欲
の
天
才
ペ
ン
ジ
ー
と

は
ペ
ン
ジ
1
と
テ
ィ
フ
ァ
ニ
ー
が
飼
ス
ク
H
J
l
yで
の
観
光
旅
行
も
で
き
テ
ィ
フ
ァ
ニ
1
演
出
は
ζ
れ
ま
た
お

主
の
チ
ャ
プ
マ
ン
一
家
と
一
緒
に
が
る
と
い
っ
た
オ
マ
ケ
も
あ
る
。
馴
染
み
の
調
教
師
フ
ラ
ン
ク

・
イ
ン

刀
シ
ャ
へ
新
婚
旅
行
。
ス
タ
ッ
フ
、
キ
ャ
ス
ト
は
前
作
と
に
よ
る
ユ
1
云
フ
ス
な
演
技
指
導
。

ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
国
際
的
ス
パ
変
ら
ず
H

子
供
か
ら
老
人
ま
で
能
も
主
題
歌
は
「
サ
ン
ジ
ャ
イ
シ
・
ス

イ
令
戦
に
ま
き
乙
ま
れ
た
ベ
ン
ジ
が
楽
し
め
る
フ
ァ
ミ
D
lピ
ク
チ
ャ
マ
イ
ル
」
。
箆
持
の
ジ
ョ

1
・
キ
ャ

-ZH
H5
2H
HK
5
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g
S
HH
2
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HKO首
ジ
プ
は
こ
の
第
二
作
を
つ
く
る
に
あ

乙

L
-
)
ノ

'
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ミ
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調

可

た
っ
て
歌
手
を
探
し
て
い
た
と
と
ろ

z
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4
d
F
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、
a
r
-
-
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ノ
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剥

剖

刷

折
り
し
も
テ
キ
サ
ス
州
フ
ォ
1
ト
ワ

ア
ア
ネ
の
風
景
背
に

ハ
口
位
。
νパ
ト
か
い

ー
は
三
人
の
子
戸
宮
町
と
一
緒
に
前
作

「
ベ
ン
ジ
l
」
を
観
て
お
D
、
末
っ

子
の
ロ
パ
l
ト
に
、
『
次
は
パ
パ
が
一

歌
っ
て
よ
』
と
せ
が
ま
れ
て
い
た
。
一

ソ
フ
ト
で
暖
か
な
声
、
誠
実
な
ア
一

ツ
デ
ィ
I
の
人
絹
が
ロ
マ
シ
テ
ィ
y

一

ク
な
が
リ
ジ
ャ
の
風
景
を
象
徴
し
て
一

や

さ

し

く

う

た

-

っ

。

一

上
限
時
間
、
}
時
間
二
四
分
。
七
一

月
下
旬
の
夏
休
み
に
、
東
京
地
弘
・

同
一

有
淡
町
シ
永
マ
l
他
で
ロ
1
Fシ
ョ

一
一

1
公

開

。
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-

動
物
好
き
な
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
た
め

一
一

に
特
別
鑑
賞
排
訪
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用
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れ
て
い
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一
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合
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京
へ
-
フ
ル
ド
渉
外
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線
。
で
ん
わ

・
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ベ
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ス
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ク
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亦
い
6
角
フ
ィ
ル
タ
ー
V
を
キ
ャ
ァ

チ
フ
レ
ー
ズ
に
売
出
さ
れ
た
自
信
作
。

と
の
フ
ィ
ル
タ
ー、

回
転
プ
ラ
ス
衝

繋
チ
リ
落
と
し
に
適
し
た
形
で
、
し
か

も
フ
ィ
ル
タ
ー
の
表
団
紛
で
こ
れ
ま
で

の
市
フ
ィ
ル
タ
ー
に
く
ら
べ
ニ
・
一
ニ
倍

か
ら
み
つ
い
た
小
さ
な
ホ
コ
り
も
日

る。
五
O
Oワ
ッ
ト
と
い
う
少
な
い
消
代

憶
力
で
強
い
吸
じ
ん
カ
八
陵
会
4
仕
引

率
一
二
五
ワ
ッ
ト
V
が
治
組
で
き
、
題

転
車
臼
も
五
六
ホ
ン
と
静
か
な
の
が
特
徴

チ
リ
離
れ
w
抜
群

静
か
な
運
転
音

も
あ
る
の
で
、
通
気
位
、
チ
リ
離
れ
も

ぐ
っ
と
よ
く
な
っ
た
。

山地源コ
1
v
pの
出
し
入
れ
で
フ
ィ
ル

タ
ー
が
回
転
し
、
チ
リ
を
ふ
る
い
落
と

す
と
同
時
に
フ
ィ
ル
タ
ー
内
の
除
じ
ん

パ
永
で
チ
D
を
た
た
き
溶
と
す
。
さ
ら

に
回
転
の
際
の
衡
懇
で
フ
ィ
ル
タ
ー
に

で
め
る
。
マ
一
恥
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一
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六
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一
二
二
戸
電
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マ
応
用
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間
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• 
詰合せ

5P-50 ￥5，400 
サントリーリザーブ

オールド綜合せ

5P-K I￥3，500 
サントリーリザーブ

タリスタルグラス(単価250円)2コ付結合せ

50・MR￥3，000
サントリーオールド

ポルトガルワインマテウス・ロゼ中瓶
特製コルクスクリュー(単価150円)付結合せ

50-VP￥5，700 
サントリーオールド

サントリーブランデーV.S.O.P結合せ

LR-N2￥3，000 
サントリーシャトーリオン(赤白)

特製コルクスクリュー付総合せ

5P-0 I￥3，000 
サントリーリザーブ
ギフトパ白yケージ

5PR5R￥8，000 
サントリーローヤル

りザーブ詰合せ

50・S ￥4，200
サンドJーオールド、角瓶結合せ

VP-NI ￥3，500 
サントリーブランデーV.S.O.P
特製フランデーグラス

(単価200円)付結合せ

5E-01￥8，000 
サントリーヱクセレンス

ギフド4ッケージ

50・02￥4，500
サントリーオールド2本結合せ

50・06~13 ，500 
サントリーオールド6本(木箱入}

• 5R-0 I￥5，000 
サントリーローヤル
ギフトパッケージ

園新
卜リス，、イコンク(オレンジ)2本

トリスコンク(パイナップル600..t)1本結合せ

，300 
サントリーワイン〈デリカ>(赤・自)
特製コ)'-'7スクリュー
(単価100円)付詰合せ

S 
サントリー金ラベル

特製タンブラー付詰合せ

詰合せ

5-N I￥2，000 
サントリー角瓶

オールドファッシヨンドグラス
(単価50内)2コ付詰合せ

お酒屋さん、ヲ討ートなどには各誌合せセットの記号でこづ主文になれま曳詰合せセットは全部で120余品目ございますユ• 50-N I￥2，300 
サントリーオールド

オールドファッションドグラス
(単価叩円)2コ付詰合せ

詰合せ

• 
521ルlX.zt・


